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(54)【発明の名称】 内視鏡画像ファイリング装置

(57)【要約】
【課題】  データベースに登録された患者に関わる情報
を検索する際の操作性を向上できる内視鏡画像ファイリ
ング装置を提供する。
【解決手段】  画像ファイリング装置を起動してログイ
ン画面３１、スケジュール一覧画面４１を経てシステム
管理画面９１にすると、データベースに登録された不要
な患者情報を削除する条件を設定する患者情報削除設定
画面９２に設定でき、その設定を行うとその設定値が記
録され、次の画像ファイリング装置の起動時等には、そ
の設定値を読み込んで該当する患者情報をデータベース
から削除するようになるので、データベースに登録され
た患者に関する情報を検索する場合に不要な患者情報が
自動的に削除されており、短時間で検索ができ、操作性
を向上できるようにした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  内視鏡装置により得られた内視鏡画像を
記録するデータベースを備えた内視鏡画像ファイリング
装置において、
患者情報を登録するための登録手段と、
前記登録手段で登録された患者情報を削除する削除条件
を保持する削除条件保持手段と、
前記削除条件保持手段が保持する削除条件に基づいて、
前記登録された患者情報を削除する患者情報削除手段
と、
を備えたことを特徴とする内視鏡画像ファイリング装
置。
【請求項２】  前記患者情報を削除する削除条件を設定
する削除条件設定手段を更に備えたことを特徴とする請
求項１記載の内視鏡画像ファイリング装置。
【請求項３】  内視鏡装置により得られた内視鏡画像を
管理する内視鏡画像管理方法において、
患者情報を登録するための登録ステップと、
前記登録ステップで登録された患者情報を所定の削除条
件に基づいて削除する患者情報削除ステップと、
を備えたことを特徴とする内視鏡画像管理方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】内視鏡画像を記録する内視鏡
画像ファイリング装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】細長の挿入部を体腔内等の被検部位に挿
入して観察する内視鏡に撮像手段を備え、この撮像手段
で撮像した被検部位の画像つまり内視鏡画像をモニタに
表示する内視鏡装置が従来より利用されている。また近
年、内視鏡画像を記録する（内視鏡）画像ファイリング
装置を内視鏡装置に接続した内視鏡画像ファイリングシ
ステムが広く利用されている。
【０００３】内視鏡画像ファイリングシステムは、内視
鏡装置に備えられた内視鏡スイッチ例えばレリーズスイ
ッチを押すと、モニタに表示されている内視鏡画像が画
像ファイリング装置に記録されるようになっている。
【０００４】また、内視鏡画像ファイリングシステム
は、病院情報システムとネットワーク接続することによ
り、内視鏡画像を記録するばかりでなく、患者の氏名、
年齢、性別といった患者情報、内視鏡検査の予約日、予
約時間、検査種別といった内視鏡検査予約情報、記録し
た内視鏡画像に関する医師等の所見、内視鏡検査を行っ
た検査日、検査時間といった検査情報のように内視鏡検
査に関わる様々な情報を記録・検索できるようになって
いるだけでなく、内視鏡部門以外で入力した患者情報を
内視鏡画像ファイリングシステムに設定された期間で登
録することができる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来の
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技術で述べたような内視鏡画像ファイリングシステムの
画像ファイリング装置は、内視鏡画像ファイリングシス
テムに接続した医療情報システムから内視鏡患者以外の
不要な患者情報を登録したり、ユーザが間違って入力し
た内視鏡検査に関係のない患者情報も登録してしまうこ
とがあるため、内視鏡画像ファイリングシステムのデー
タベースを圧迫していた。また、ユーザが患者情報を検
索する際に不要なデータが多く登録されているため、デ
ータ検索に時間がかかっていた。
【０００６】（発明の目的）本発明は、上記事情に鑑み
てなされたものであり、データベースに登録された患者
に関わる情報を検索する際の操作性を向上できる内視鏡
画像ファイリング装置を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】本発明の内視鏡画像ファ
イリング装置は、内視鏡装置により得られた内視鏡画像
を記録するデータベースを備えた内視鏡画像ファイリン
グ装置において、患者情報を登録するための登録手段
と、前記登録手段で登録された患者情報を削除する削除
条件を保持する削除条件保持手段と、前記削除条件保持
手段が保持する削除条件に基づいて、前記登録された患
者情報を削除する患者情報削除手段と、を備えたことに
より、患者履歴が登録されないなどの任意の条件で患者
情報を削除できるようにしているので、データベースか
ら患者情報を検索した際に、余計な患者情報が呼び出さ
れず、また、登録するデータベースを圧迫しなくなるた
め、操作性が向上し、検索結果を短時間で表示できるよ
うにした。
【０００８】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。図１ないし図１１は本発明の第１
の実施の形態に係り、図１は１実施の形態を備えた内視
鏡画像ファイリングシステムの全体構成を説明する説明
図、図２は画像ファイリング装置のハードウェア構成を
説明するブロック図、図３は画像ファイリング装置の画
面構成の概要を説明する説明図、図４は画像ファイリン
グ装置の操作の流れの全体像を説明するフローチャー
ト、図５は外部ネットワークで内視鏡画像ファイリング
システムと接続された院内情報システムから新規患者情
報を自動的に登録する際のフローチャート、図６はスケ
ジュール一覧画面の画面表示例を示す図、図７は患者情
報一覧画面の画面表示例を示す図、図８は患者情報編集
画面の画面表示例を示す図、図９は患者情報削除設定の
流れを説明するフローチャート、図１０は患者削除設定
画面の画面表示例を示す図、図１１は患者情報削除時の
流れを説明するフローチャートである。
【０００９】図１に示すように、内視鏡画像ファイリン
グシステム３は、内視鏡装置１と、この内視鏡装置１と
信号伝送ケーブル１０により接続された１実施の形態の
内視鏡画像ファイリング装置（以下では、単に画像ファ
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イリング装置と略記）２とから構成され、この内視鏡画
像ファイリングシステム３（を構成する画像ファイリン
グ装置２）はネットワークケーブル４でその外部となる
院内情報システム５とネットワーク接続され、情報の送
受信ができるようになっている。
【００１０】内視鏡装置１は、患者１１の体内に挿入部
１２ａが挿入され、内視鏡検査するための電子内視鏡
（以下では、簡単化のため内視鏡と略記）１２、この内
視鏡１２の操作部１２ｂから延出されたユニバーサルケ
ーブル１２ｃの端部のコネクタ１２ｄが接続されること
により、内視鏡１２に照明光を供給する光源装置１３、
コネクタ１２ｄから延出された信号ケーブル１２ｅの端
部の信号コネクタ１２ｆが着脱自在に接続されることに
より、内視鏡１２に内蔵された撮像素子に対して映像信
号（画像信号）を生成する信号処理を行うビデオプロセ
ッサ１４、ビデオプロセッサ１４に接続され、映像信号
が入力されることにより撮像素子で撮像した内視鏡画像
を表示するモニタ１５、ビデオプロセッサ１４に接続さ
れ、データ入力等を行うキーボード１６から構成されて
いる。
【００１１】また、内視鏡１２の例えば操作部１２ｂに
はレリーズスイッチ１２ｇが設けてあり、このレリーズ
スイッチ１２ｇを操作すると、そのレリーズ指示信号が
ビデオプロセッサ１４を介して画像ファイリング装置２
に送信され、画像ファイリング装置２に内視鏡画像を記
録することができる。
【００１２】画像ファイリング装置２はパーソナルコン
ピュータ２１、このパーソナルコンピュータ２１に接続
され、内視鏡画像その他の情報表示を行うモニタ２２、
パーソナルコンピュータ２１に接続され、データ入力や
指示コマンドの入力や選択指示等を行うキーボード２３
及びマウス２４から構成される。
【００１３】次に図２を参照して、画像ファイリング装
置２の主要部となるパーソナルコンピュータ２１の内部
構成を説明する。パーソナルコンピュータ２１は、パー
ソナルコンピュータ２１の各部を制御する主制御手段で
あるＣＰＵ２１ａ、ＣＰＵ２１ａを動作させるプログラ
ムやモニタ２２への表示メッセージ等が格納されたＲＯ
Ｍ２１ｂ、ＣＰＵ２１ａの作業領域や各種データの一時
記憶領域として使用するＲＡＭ２１ｃ、モニタ２２への
出力する画像データを一時記憶するＶＲＡＭ２１ｄ、画
像データや各種データを保存してデータベースとして蓄
積するハードディスク２１ｅ、ハードディスク２１ｅと
公知のＳＣＳＩ方式でデータを送受するためのＳＣＳＩ
インターフェース２１ｆ、マウス２４からの入力を検出
するマウスインターフェース２１ｇ、キーボード２３か
らの入力を検出するキーボードインターフェース２１
ｈ、内視鏡装置１とレリーズ指示等の各種データを送受
するための例えば公知のＲＳ２３２Ｃ或いはＵＳＢ方式
等の通信インターフェース２１ｉ、内視鏡装置１（のビ
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デオプロセッサ１４）から出力される画像信号を入力す
るインターフェース回路としてのビデオ回路２１ｊ、ビ
デオ回路２１ｊで入力した画像信号をＡ／Ｄ変換するＡ
／Ｄ変換部２１ｋ、Ａ／Ｄ変換部２１ｋから出力された
画像データを一時記憶する画像メモリ２１１、院内情報
システム５とネットワーク接続するためのネットワーク
インターフェース２１ｍから構成される。
【００１４】これらにより、パーソナルコンピュータ２
１を主要部とする画像ファイリング装置２は、内視鏡装
置１で得た画像データをモニタ２２に表示したり、ハー
ドディスク２１ｅに患者に関連する情報、つまり患者情
報と共に関連付けて記憶して、データベースとして所望
とする画像データの検索等に利用することができるよう
になっている。
【００１５】また、画像ファイリング装置２は、モニタ
２２に表示される各種画面に従って、操作者がキーボー
ド２３やマウス２４からデータや指示を入力し、入力さ
れたデータや指示に従ってＣＰＵ２１ａが各部を制御
し、指示に対応した処理を実行するようになっている。
つまり、画像ファイリング装置２では、モニタ２２に表
示される画面の流れに従って各種処理を実行させること
ができるようになっている。
【００１６】図３を参照して、画像ファイリング装置２
の画面構成の概要を説明する。先ず、画像ファイリング
装置２を起動すると、操作者を認証するためのログイン
画面３１が表示される。ログイン画面３１で操作者が認
証されると、検査スケジュールの一覧等を表示するスケ
ジュール一覧画面４１が表示される。
【００１７】スケジュール一覧画面４１からは、患者情
報の一覧を表示する患者一覧画面５１を呼び出すことが
できるようになっている。この患者一覧画面５１から
は、患者情報を新規に登録したり、既に登録されている
患者情報を編集するための患者情報画面５２を呼び出す
ことができるようになっている。
【００１８】また、スケジュール一覧画面４１からは患
者情報を新規に登録して検査予約をしたり、既に登録さ
れている検査情報を編集するための検査情報編集画面６
１を呼び出すことができるようになっている。また、こ
の検査情報編集画面６１から患者一覧画面５１を呼び出
すことができるようになっている。
【００１９】また、スケジュール一覧画面４１からは、
内視鏡装置１と接続して検査を実行し、内視鏡装置１か
ら画像を取り込んだりするための検査実行画面６６を呼
び出すことができるようになっている。
【００２０】また、スケジュール一覧画面４１からは、
取り込んだ画像の内、作成する検査レポートで画像を選
択したりするための画像選択画面７１を呼び出すことが
できるようになっている。
【００２１】また、スケジュール一覧画面４１からは、
検査レポートを作成するための画面の１つであるレポー
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ト作成画面８１を呼び出すことができるようになってい
る。また、レポート作成画面８１からは、レポートを編
集するためのレポート編集画面８２を呼び出すことがで
き、このレポート編集画面８２からレポートを印刷する
ためのレポート出力画面８３へ遷移することができるよ
うになっている。
【００２２】また、スケジュール一覧画面４１からは、
システム３にかかわる設定を入力するための画面である
システム管理画面９１を呼び出すことができるようにな
っている。システム管理画面９１からは、データベース
に登録されている患者情報を削除する際の条件を設定す
る患者情報削除設定画面９２に遷移することができるよ
うになっている。
【００２３】そして、後述するようにこの患者情報削除
設定画面９２により不要な患者情報を削除する際の条件
を設定することにより、その設定条件の情報が記録さ
れ、次回の画像ファイリング装置２の起動時等におい
て、その情報が読み出され、その情報に該当するデータ
ベースに登録されている患者情報を自動的に削除し、デ
ータベースが不要な患者情報で圧迫されるのを防止し、
かつ不要な患者情報が削除されることにより患者情報の
検索を短時間で行えるように操作性を向上していること
が特徴となっている。
【００２４】図４を参照して、画像ファイリング装置２
の操作の全体の流れの一例を説明する。なお、図中の符
号Ｓ１ないしＳ８は処理ステップに付した符号である。
先ず、画像ファイリング装置２を起動すると、ログイン
画面３１が表示され、ここで操作者の認証を行い、ステ
ップＳ１に示すようにログインすると、スケジュール一
覧画面４１が表示され、ここでステップＳ２に示すよう
に検査スケジュールを確認する。
【００２５】次に、検査対象の患者が新規の患者である
場合、患者一覧画面５１及び患者情報編集画面５２を呼
び出してステップＳ３に示すように患者情報を登録す
る。次に、検査情報編集画面６１を呼び出し、ステップ
Ｓ４に示すように新規の検査予約を入力する。
【００２６】次に、検査実行画面６６を呼び出し、ステ
ップＳ５に示すように画像ファイリング装置２に接続さ
れた内視鏡装置１で検査を実行し、内視鏡装置１で得た
画像を画像ファイリング装置２に記憶する。
【００２７】次に、画像選択画面７１を呼び出し、ステ
ップＳ６に示すように、検査実行で得た画像の中から作
成する検査レポートで参照する画像を選択する。
【００２８】次に、レポート作成画面８１を呼び出し、
ステップＳ７に示すように検査レポートを作成し、ステ
ップＳ８に示すようにレポートを出力（印刷）する。以
上が、操作の全体の流れの一例である。
【００２９】以下に、本実施の形態の各画面の詳細な構
成や動作を説明する。なお、本明細書において、表示さ
れていなかった画面が現れることを画面が開くと表現す
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る場合がある。また、表示されていた画面の表示が終了
することを画面が閉じると表現する場合がある。
【００３０】また、本明細書で参照する図面の内、画面
表示を示す図面中のメッセージ等の表示は英語及び一部
独語を使用しているが、これらは日本語であってもよい
し、また他の言語や図形であってもよい。
【００３１】また、ボタンとは、画面上の特定の領域で
あり、この領域内に適宜このボタンの機能をあらわす図
柄や文字が記されたものであり、この領域に適宜陰影を
表示して立体感を表現し、画面上で押しボタンスイッチ
の形状を表現したものである。また、ボタンをクリック
する操作とは、画面上のボタンの領域内にマウス２４の
カーソルを移動させ、マウス２４をクリックする操作の
ことである。画面上のボタンをクリックすると、各ボタ
ンに対応付けられた機能が実行されるようになってい
る。
【００３２】図５は、内視鏡画像ファイリングシステム
３とネットワークケーブル４で接続された院内情報シス
テム５から、新規患者情報を自動的に登録する流れを説
明する図である。内視鏡画像ファイリングシステム３が
起動し、ログイン画面３１で操作者が認証されると、ス
テップＳ１１に示すように画像ファイリング装置２のＣ
ＰＵ２１ａは、この画像ファイリング装置２のハードデ
ィスク２１ｅで構築されるデータベースに１度も登録し
たことのない新規患者情報を、院内情報システム５（の
内視鏡画像ファイリング装置或いはシステム）から取得
し、ステップＳ１２に示すようにその新規患者情報を内
視鏡画像ファイリングシステム３（を構成する内視鏡画
像ファイリング装置２）のデータベースに登録する。
【００３３】この際、院内情報システム５から新規患者
情報を取得し、内視鏡画像ファイリング装置２のデータ
ベースに登録するタイミングは、システム起動時、シス
テム終了時、またはユーザによって設定されたタイミン
グであってもよい。また、新規患者登録時に、患者情報
だけでなく、院内情報システム５に登録されている他の
部署での検査結果を登録してもよい。なお、画像ファイ
リング装置２のキーボード２３から新規患者登録の操作
を行うこともできる。
【００３４】また、院内情報システム５に検査予約情報
を登録し、新規患者登録時に、検査予約情報も登録さ
れ、内視鏡画像ファイリングシステム３に登録されても
よい。また、新規患者登録時に、院内情報システム５か
ら検査予約情報を内視鏡画像ファイリングシステム３に
登録した検査について、検査が実施され、レポートが作
成されると、内視鏡画像ファイリングシステム３から院
内情報システム５にカルテ情報が登録されてもよい。
【００３５】図６は、スケジュール一覧画面４１の画面
表示例である。スケジュール一覧画面４１には、検査資
源のスケジュールの一覧を表示する資源スケジュール一
覧表示エリア４１ａと、検査情報の一覧を表示する検査
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7
情報一覧表示エリア４１ｂが配置されている。なお、本
明細書において、１件の検査情報を検査情報レコードと
呼ぶ。
【００３６】検査情報一覧表示エリア４１ｂの１行目に
は、検査情報レコードを構成する各データ項目の見出し
が表示されている。検査情報レコードは、検査情報一覧
表示エリア４１ｂの３行目から表示され、１つの検査情
報レコードは、検査情報一覧表示エリア４１ｂの１行に
表示されるようになっている。
【００３７】検査情報一覧表示エリア４１ｂに表示され
る検査情報レコードを構成するデータ項目には、検査日
４１ｂａ、検査の開始時刻４１ｂｂ、終了時刻４１ｂ
ｃ、患者の姓４１ｂｄ、患者の名４１ｂｅ、検査担当者
名４１ｂｆ、使用する検査室名４１ｂｇ等が含まれてい
る。また、検査情報表示エリア４１ｂには、各検査に関
わる作業の進行状況等の状態を表示する検査状態表示欄
４１ｃが配置されている。
【００３８】検査状態表示欄４１ｃを構成する検査状態
表示欄４１ｃａには、検査情報の入力必須項目及び該検
査の対象の患者情報の入力必須項目が全て入力済みであ
るか否かの区別が表示される。例えば、これらが全て入
力済みの場合には「×」印が表示され、その他の場合に
は空白となるようになっている。
【００３９】また、検査状態表示欄４１ｃｂには、患者
から検査承諾書を受け取った日付が入力されているか否
かの区別が表示される。例えば、既に実行されている場
合には検査で記録された画像の枚数が表示され、行われ
ていない場合には空白となるようになっている。ここ
で、検査状態表示欄４１ｃｃに数字が表示されている検
査は、検査により患者の被検部位の画像を既に得ている
ことを意味している。
【００４０】検査状態表示欄４ｌｃｄには、検査レポー
トが作成済みであるか否かの区別が表示されている。例
えば、作成済みの場合には「×」印が表示され、未だ作
成されていない場合には空白となるようになっている。
【００４１】検査状態表示欄４１ｃｅには、会計コード
が入力済みであるか否かの区別が表示される。たとえ
ば、入力済みの場合には、「Ｘ」印が表示され、未入力
の場合には空白となるようになっている。
【００４２】検査状態表示欄４１ｃｆには、内視鏡検査
で生体組織を採取するといった生検を行った場合の生検
の検査結果の状態が表示される。例えば、生検を行い既
に生検の結果が得られている場合には「×」印が表示さ
れ、生検を行い未だ生検の検査結果が得られていない場
合には「！」印が表示され、内視鏡検査は行ったが生検
を行わなかった場合には「ｏ」印が表示され、未だ内視
鏡検査を行っていない場合には空白となるようになって
いる。
【００４３】検査情報一覧表示エリア４１ｂには、全て
の検査情報レコードを表示できるばかりでなく、関心の
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ある検査情報レコードを絞り込んで表示することができ
る。検査情報一覧表示エリア４１ｂの１行目つまり各デ
ータ項目の項目名等が表示されている行の各データ項目
の位置には、それぞれのデータ項目に絞り込み条件を設
定する画面を呼び出すためのボタンであるフィルタ・ボ
タン４１ｄが配置されている。
【００４４】各フィルタ・ボタン４１ｄは、対応するデ
ータ項目に絞り込み条件が設定されていない場合には、
凸状態のボタンとなっている。なお、凸状態のボタンと
は、画面上でボタンが浮き上がって見えるように陰影を
表示した状態のボタンのことであり、また、凹状態のボ
タンとは、画面上でボタンが凹んで見えるように陰影を
表示した状態のボタンのことである。
【００４５】凸状態のフィルタ・ボタン４１ｄをクリッ
クすると、対応するデータ項目に絞り込み条件を設定す
るための画面である後述する絞り込み条件設定画面が開
き、絞り込み条件を入力することができるようになって
いる。ここで、絞り込み条件を入力することにより、こ
の絞り込み条件を満たす検査情報レコードのみが検査情
報一覧表示エリア４１ｂに表示されるようになってい
る。
【００４６】また、絞り込み条件の設定されているデー
タ項目に対応したフィルタ・ボタン４１ｄは凹状態のボ
タンとなる。凹状態のフィルタ・ボタン４１ｄが複数あ
る場合には、各フィルタ・ボタン４１ｄで設定した絞り
込み条件の論理積の条件により、検査情報レコードが絞
り込まれて表示される。
【００４７】凹状態のフィルタ・ボタン４１ｄをクリッ
クすると、対応するデータ項目に設定された絞り込み条
件が解除され、フィルタ・ボタン４１ｄは凸状態のボタ
ンとなる。
【００４８】例えば、検査日４１ｂａに対応した位置の
フィルタ・ボタン４１ｄａをクリックすると、検査日４
１ｂａに絞り込み条件を設定するための絞り込み条件設
定画面が呼び出されることになる。また、患者の姓４１
ｂｄの位置に対応したフィルタ・ボタン４１ｄｄをクリ
ックした場合には、絞り込む患者の姓の条件を設定する
絞り込み条件設定画面が呼び出されることになる。
【００４９】また、図６に示す検査情報一覧表示エリア
４１ｂは、指定したデータ項目をキーとして検査情報レ
コードの順番を並び替えることができるようになってい
る。検査情報表示エリア４１の２行目の各データ項目に
対応した位置には、位置に対応したデータ項目をキーと
して検査情報レコードを昇順や降順に並び替えるための
ソート・ボタン４１ｅが配置されている。
【００５０】ソート・ボタン４１ｅをクリックすると、
ソート・ボタン４１ｅの位置に対応するデータ項目をキ
ーとして例えば昇順に検査情報レコードが並び替えら
れ、ソート・ボタン４１ｅ上に、昇順で並び替えられて
いることを示す印、例えば上矢印４１ｆ（▲）が表示さ
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れる。ここで、再度同一のソート・ボタン４１ｅをクリ
ックすると、降順に検査情報レコードが並び替えられ、
上矢印４１ｆ（▲）であった表示が下矢印（▼）の表示
に変更される。以降、同一のソート・ボタン４１ｅをク
リックする毎に、昇順と降順とが切り替えられる。
【００５１】また、図６に示す検査情報一覧表示エリア
４１ｂで、例えば検査済みか否かを示す検査状態表示欄
４１ｃｃに対応したフィルタ・ボタン４１ｅｃをクリッ
クすると、検査済みか否かの区別を絞り込み条件として
設定するための絞り込み条件設定画面が呼び出されるこ
とになる。
【００５２】また、図６に示す検査情報一覧表示エリア
４１ｂで、例えば生検の検査結果の状態の区別を示す検
査状態表示欄４１ｃｆに対応したフィルタ・ボタン４１
ｅｆをクリックすると、生検の検査結果の状態を絞り込
み条件として設定するための絞り込み条件設定画面が呼
び出されることになる。
【００５３】図６に示すスケジュール一覧画面４１内の
上方には、クリックすると患者情報一覧画面５１を呼び
出すボタン４１ｇａ、クリックすると検査情報編集画面
６１を呼び出すボタン４１ｇｂ、クリックすると検査実
行画面６６を呼び出すボタン４１ｇｃ、クリックすると
画像選択画面７１を呼び出すボタン４１ｇｄ、クリック
するとレポート作成画面８１を呼び出すボタン４１ｇｅ
が配置されている。
【００５４】また、スケジュール一覧画面４１内の上方
の右寄りの箇所には、クリックすると画像ファイリング
装置２の動作が終了する終了ボタン４１ｈが配置されて
いる。
【００５５】また、スケジュール一覧画面４１内の下方
には、新規に検査を予約する際にクリックすると検査情
報編集画面６１が呼び出される新規ボタン４１ｉａ、既
に登録されている検査情報レコードを編集する際に検査
情報一覧表示エリア４１ｂで検査情報レコードを選択し
てからクリックすると検査情報編集画面６１が呼び出さ
れる編集ボタン４１ｉｂ、検査情報一覧表示エリア４１
ｂで検査情報レコードを選択してからクリックすると選
択した検査情報レコードを削除する削除ボタン４１ｉ
ｃ、クリックすると検査情報の一覧が印刷される印刷ボ
タン４１ｊ、検査室の稼働状況を表示する際にクリック
するボタン４１ｋ、資源スケジュールレコードを新規登
録したり編集する際にクリックするボタン４１ｍが配置
されている。
【００５６】なお、ボタン４１ｋをクリックすると、図
示しない検査室稼働状況表示画面が呼び出される。図７
は、患者一覧画面５１の画面表示の例である。
【００５７】患者一覧画面５１には、患者情報の一覧を
表示する患者一覧表示エリア５１ａが配置されている。
本明細書では，便宜的に患者１人分の患者情報を患者情
報レコードと呼ぶ。患者情報レコードは、患者一覧表示
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エリア５１ａの３行目移行に表示され、また、１つの患
者情報レコードは、患者一覧表示エリア５１ａの１行に
対応している。
【００５８】患者一覧表示エリア５１ａに表示される患
者情報レコードには、例えば患者ＩＤ５１ａａ、患者の
姓５ｌａｂ、患者の名５ｌａｃ、患者の性別５ｌａｄ、
患者の誕生日５１ａｅ等のデータ項目が含まれている。
【００５９】患者一覧表示エリア５１ａの１行目には、
患者情報レコードの各データ項目に対応したフィルタ・
ボタン５１ｂが配置されている。ソート・ボタン５１ｃ
の動作は、図６のスケジュール一覧画面４１のソート・
ボタン４１ｅと同じ様である。右端側の全患者表示ボタ
ン５１ｄをクリックすると、すべての患者の患者情報レ
コードが患者一覧表示エリア５１ａに表示される。
【００６０】患者一覧画面５１内の下方には、患者を新
規に登録する際にクリックする追加ボタン５１ｆ、患者
一覧表示エリア５１ａで患者情報レコードを選択してか
らクリックすると選択した患者情報レコードを編集でき
る編集ボタン５１ｇ、クリックすると患者一覧画面５１
を終了して患者一覧画面５１を呼び出した画面に戻る終
了ボタン５１ｉが配置されている。
【００６１】患者一覧表示エリア５１ａには、内視鏡画
像ファイリング装置２とネットワークで接続された院内
情報システム５から登録された新規患者情報も追加ボタ
ン５１ｆを押して追加した新規患者同様、一覧表示され
る。
【００６２】図８に示す患者情報編集画面５２は、新規
に登録する患者情報レコードの内容を入力したり既存の
患者情報レコードの内容を編集するための画面である。
患者情報レコードの内容を編集する領域５２ａには、例
えば患者ＩＤ等の識別番号類を編集する領域５２ｂ、患
者の姓、名、誕生日、出生地、性別、年齢、住所、自宅
電話番号、勤務先電話番号、勤務先ＦＡＸ番号等を編集
する領域５２ｃ、患者に関する過去の処置履歴等といっ
た医療情報の概要を編集する領域５２ｄ、主治医に関す
る情報を編集する領域５２ｅ、保険に関する情報を編集
する領域５２ｆ等が含まれている。
【００６３】患者情報編集画面５２内の下方には、クリ
ックすると領域５２ａ内に記入されている内容の患者情
報レコードを新規登録し、領域５２ａ内に記入されてい
る内容を初期化して次の新規登録を可能な状態にする追
加ボタン５２ｇ、クリックすると患者情報編集画面５２
が開かれた時点の状態に戻り編集をやり直すことができ
るやり直しボタン５２ｈ、クリックすると患者情報レコ
ードの内容を印刷する印刷ボタン５２ｉ、クリックする
と患者情報レコードを新規追加あるいは更新し患者情報
編集画面５２を閉じて患者一覧画面５１に戻る完了ボタ
ン５２ｊ、クリックすると患者情報レコードの新規追加
も更新もせずに患者情報編集画面５２を閉じて患者一覧
画面５１に戻る中断ボタン５２ｋ等が配置されている。
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【００６４】追加ボタン５２ｇを使用すると、クリック
した際に患者情報レコードを登録し患者情報編集画面５
２を閉じずに領域５２ａの内容を初期化するため、複数
の患者の患者情報を連続して新規登録する際の操作性が
よい。
【００６５】例えば領域５２ｃ内の郵便番号を入力する
入力欄５２ｍ及び患者の住所の市名を入力する入力欄５
２ｎの右隣の箇所には、選択リスト画面呼び出しボタン
５２ｐが配置されている。選択リスト画面呼び出しボタ
ン５２ｐをクリックすると、対応する入力欄この例の場
合は入力欄５２ｍ、５２ｎに入力するデータの選択リス
トが表示された図示しない選択リスト画面が開かれ、こ
の選択リスト画面で入力欄５２ｍ、５２ｎに入力したい
データを選択すると、選択したデータが入力欄５２ｍ、
５２ｎに入力されるようになっている。領域５２ａ内の
他の箇所に配置されている選択リスト画面呼び出しボタ
ン５２ｐも同様の動作をする。
【００６６】次に図９、図１１に示すフローチャートを
使用して、患者情報一覧画面５１で新規に登録した患者
情報レコードや院内情報システム５から新規に登録した
患者情報レコードが、当面内視鏡検査が行われない患者
情報レコードの場合、削除する動作の流れを説明する。
【００６７】まず、図９中のステップＳ２１に示すよう
にシステム管理画面９１を開き、システム管理画面９１
からステップＳ２２に示すように患者情報削除設定画面
９２を開く。開いた設定画面９２において、ステップＳ
２３に示すように患者情報レコードを削除するか否かを
キーボード２３等から入力したり、また、ステップＳ２
４に示すように新規登録されてから何日間も検査が行わ
れない場合に、（その新規登録日から何日間以上の場合
には）その削除を行うようにする日数の設定値を入力
し、ステップＳ２５に示すように削除する条件の設定値
を記録する。
【００６８】この設定値は例えばハードディスク２１ｅ
に記録される。つまり、ハードディスク２１ｅは登録さ
れた患者情報を削除する削除条件を保持する削除条件保
持手段の機能も持つ。勿論、他の記録媒体等に記録して
も良い。設定値としては、院内情報システム５から新規
登録したもののみ一定期間検査が行われなかったら削除
する、一定期間、患者履歴に何も登録されなかったら削
除する等でもよい。
【００６９】図１０は、患者情報削除設定画面９２の表
示例を示す。患者情報削除設定画面９２には、自動的に
患者情報レコードを削除するか否かをチェックするチェ
ックエリア９２ａ、新規登録されてから検査が行われな
かった期間を設定する設定エリア９２ｂを含んでいる。
【００７０】患者情報削除設定画面９２のＯＫボタン９
２ｃをクリックすると、設定値が例えばハードディスク
２１ｅに記録される。一方、キャンセルボタン９２ｄに
より、設定をキャンセルすることもできる。
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【００７１】次に、図１１の患者情報削除時のフローに
ついて説明する。内視鏡画像ファイリングシステム３の
画像ファイリング装置２が起動すると、図１１のステッ
プＳ３１に示すように、画像ファイリング装置２のＣＰ
Ｕ２１ａは以前に設定した設定値をハードディスク２１
ｅから読み込み、ステップＳ３２に示すようにその設定
が患者情報削除設定がされているかどうかを判断する。
患者情報削除設定がされていない場合は、この処理を終
了する。
【００７２】一方、患者情報削除設定がされている場合
は、ステップＳ３３に示すように内視鏡画像ファイリン
グシステム３のデータベース内にある全て、例えばｎ件
の患者情報を取得する。次に、ステップＳ３４に示すよ
うに、ｎ件の患者情報の１番目のものから順次削除すべ
きものか否かを調べるためのパラメータｊを１に設定す
る。
【００７３】そして、ステップＳ３５に示すように、こ
のｊ番目の患者情報がその患者情報が登録されてからの
経過日が、患者情報削除定画面９２で設定した日にち
（図１１ではＮ日としている）以上経過しているかを判
断する。
【００７４】そして、この設定された日にち未満の経過
日の場合には、このｊ番目の患者情報は削除すべきもの
でないので、ステップＳ３９に移り、ｊをｊ＋１にして
（さらにステップＳ４０でそのインクリメントしたｊが
ｎ件目のものまで終了しているかの判断を行った後、こ
れに該当しないと）、ステップＳ３５に戻り、次のｊ＋
１番目の患者情報に対して同様の判断処理を行う。
【００７５】一方、設定した日にち以上に経過している
場合は、ステップＳ３６に示すように内視鏡検査が行わ
れた検査済みの患者か否かを判断する。そして、検査済
みの患者の患者情報である場合には、削除すべき患者情
報でないので、ステップＳ３９に移る。一方、内視鏡検
査が行われていない患者の場合は、ステップＳ３７に示
すように、患者履歴が登録されているか否かを判断す
る。
【００７６】そして、登録されている場合には、削除す
べき患者情報でないので、ステップＳ３９に移る。逆
に、登録されていない場合はステップＳ３８に示すよう
にその患者情報を不要な患者情報としてＣＰＵ２１ａは
データベースから削除する。つまり、ＣＰＵ２１ａは設
定値による削除条件に基づいて、データベースに登録さ
れた患者情報を削除する患者情報削除手段の機能を持
つ。
【００７７】その後、次の患者情報に移るために、ステ
ップＳ３９でｊをｊ＋１とし、さらにステップＳ４０に
示すように、ｎ件全ての患者情報について削除するか否
かの判断を行ったかを、ｊがｎ＋１の条件に当てはまる
か否かで判断し、この条件に当てはまらないとステップ
Ｓ３５に戻り、判断がまだされていないｊ番目の患者情
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報について、削除するか否かの処理を繰り返す。
【００７８】このようにして全ての患者情報に対して削
除するか否かの判断を行うことにより、設定値の条件に
該当する患者情報の削除処理が完了する。削除された患
者情報は、患者情報一覧画面５１において、表示される
ことはないため、操作者にとって検索を行う操作性が向
上する。
【００７９】本実施の形態では、内視鏡画像ファイリン
グシステム３が起動した際に、患者情報を削除するフロ
ーが起動するようにしているが、他の実施の形態とし
て、システム３の終了時に患者情報を削除するフローが
起動してもよいし、ユーザによって設定された時に起動
するようにしてもよい。また、内視鏡装置１が接続され
ていない状態で、画像ファイリング装置２が起動した状
態でも同様の動作を行えるようにしても良い。
【００８０】また、上述の説明では、画像ファイリング
装置２或いは内視鏡画像ファイリングシステム３にログ
インできたユーザはシステム管理画面９１から患者情報
削除設定画面９２に設定して、画像ファイリング装置２
のデータベースから患者情報を削除する条件を設定でき
るように説明したが、システム管理者のような特別の権
限を有するユーザのみが患者情報削除設定画面９２に設
定できるようにして、患者情報がむやみに削除されない
ようにしても良い。
【００８１】例えばシステム管理画面９１から患者情報
削除設定画面９２に設定する際にはさらに患者情報削除
設定画面９２にログインするための画面を表示し、シス
テム管理者のような特別の権限を有するユーザのみがこ
の画面に対して認証コードの情報入力でログインできる
ようにしても良い。
【００８２】また、通常のユーザは患者情報削除設定画
面９２を閲覧できるが、その患者情報削除設定画面９２
の患者情報削除の設定条件を変更等する場合に対しては
認証コード等の（許可されたもののみが知り得る）情報
の入力を必要するようにしても良い。或いは、患者情報
の削除設定の動作を行う患者情報削除手段（機能）をそ
の動作を有効にする場合に対しては（許可されたものの
みが行えるような）特別の情報の入力を必要するように
しても良い。
【００８３】［付記］
１．内視鏡画像を表示するモニタを有する内視鏡装置
と、前記内視鏡装置と接続し前記内視鏡装置で得た内視
鏡画像を記録する画像ファイリング装置と、を備えた内
視鏡画像ファイリングシステムであって、新規患者情報
を登録するための登録手段と、前記登録手段によって登
録された患者情報を任意の条件によって自動的に削除す
るための患者情報削除手段と、を備えたことを特徴とす
る内視鏡画像ファイリングシステム。
【００８４】２．前記内視鏡画像ファイリングシステム
は、ネットワーク接続するための外部接続手段をもち、
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前記患者情報削除手段は、患者情報を削除する条件を設
定するための患者情報削除設定手段を持つことを特徴と
する付記１記載の内視鏡画像ファイリングシステム。
【００８５】３．前記患者情報削除手段は、システム起
動時やシステム終了時等の削除時期を設定するための削
除時期設定手段と、自動的に患者情報を削除するか否か
を選択するための自動削除選択手段と、患者情報が登録
されてから削除対象となるまでの期間を設定する削除期
間設定手段と、患者情報を削除するための特定の条件を
設定する削除条件設定手段と、を備えることを特徴とす
る付記１または２記載の内視鏡画像ファイリングシステ
ム。
【００８６】４．内視鏡画像ファイリングシステムに登
録された患者情報を管理する方法において、新規患者情
報を登録するための登録ステップと、前記登録ステップ
によって登録された患者情報を任意の条件によって削除
するための患者情報削除ステップと、を備えたことを特
徴とする内視鏡画像ファイリングシステムの患者情報管
理方法。
５．前記患者情報削除ステップは、患者情報を削除する
条件を設定するための患者情報削除設定ステップを持つ
ことを特徴とする付記４記載の内視鏡画像ファイリング
システムの患者情報管理方法。
【００８７】６．前記患者情報削除ステップは、システ
ム起動時やシステム終了時等の削除時期を設定するため
の削除時期設定ステップと、自動的に患者情報を削除す
るか否かを選択するための自動削除選択ステップと、患
者情報が登録されてから削除対象となるまでの期間を設
定する削除期間設定ステップと、患者情報を削除するた
めの特定の条件を設定する削除条件設定ステップと、を
備えることを特徴とする付記４または５記載の内視鏡画
像ファイリングシステムの患者情報管理方法。
【００８８】７．内視鏡画像ファイリングシステムに登
録された患者情報を管理する方法において、新規患者情
報を登録するための登録ステップと、前記登録ステップ
によって登録された患者情報を任意の条件によって削除
するための患者情報削除ステップと、を備えたことを特
徴とする内視鏡画像ファイリングシステムの患者情報管
理プログラムを記録した記録媒体。
８．前記患者情報削除ステップは、患者情報を削除する
条件を設定するための患者情報削除設定ステップを持つ
ことを特徴とする付記７記載の内視鏡画像ファイリング
システムの患者情報管理プログラムを記録した記録媒
体。
【００８９】９．前記患者情報削除ステップは、システ
ム起動時やシステム終了時等の削除時期を設定するため
の削除時期設定ステップと、自動的に患者情報を削除す
るか否かを選択するための自動削除選択ステップと、患
者情報が登録されてから削除対象となるまでの期間を設
定する削除期間設定ステップと、患者情報を削除するた
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めの特定の条件を設定する削除条件設定ステップと、を
備えることを特徴とする付記７または８記載の内視鏡画
像ファイリングシステムの患者情報管理プログラムを記
録した記録媒体。
【００９０】１０．内視鏡装置により得られた内視鏡画
像を記録する画像ファイリング装置を備えた内視鏡画像
ファイリングシステムにおいて、患者情報を登録するた
めの登録手段と、前記登録手段で登録された患者情報を
削除する削除条件を保持する削除条件保持手段と、前記
削除条件保持手段が保持する削除条件に基づいて、前記
登録された患者情報を削除する患者情報削除手段と、を
備えたことを特徴とする内視鏡画像ファイリングシステ
ム。
【００９１】１１．前記患者情報を削除する削除条件を
設定する削除条件設定手段を更に備えたことを特徴とす
る付記１０記載の内視鏡画像ファイリングシステム。１
２．請求項１、付記１、１０において、前記患者情報削
除手段を動作させるためには、動作条件に設定する情報
の入力を必要としたことを特徴とする。
【００９２】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、内
視鏡装置により得られた内視鏡画像を記録するデータベ
ースを備えた内視鏡画像ファイリング装置において、患
者情報を登録するための登録手段と、前記登録手段で登
録された患者情報を削除する削除条件を保持する削除条
件保持手段と、前記削除条件保持手段が保持する削除条
件に基づいて、前記登録された患者情報を削除する患者
情報削除手段と、を備えているので、患者履歴が登録さ
れないなどの任意の条件で患者情報を削除できるように
しているので、データベースから患者情報を検索した際
に、余計な患者情報が呼び出されず、また、登録するデ
ータベースを圧迫しなくなるため、操作性が向上し、検
索結果を短時間で表示できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の１実施の形態を備えた内視鏡画像ファ
イリングシステムの全体構成を示す構成図。
【図２】患者情報削除時の流れを説明するフローチャー
ト図。
【図３】患者削除設定画面の画面表示例を示す図。
【図４】患者情報削除設定の流れを説明するフローチャ
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ート図。
【図５】患者情報編集画面の画面表示例を示す図。
【図６】患者情報一覧画面の画面表示例を示す図。
【図７】スケジュール一覧画面の画面表示例を示す図。
【図８】外部ネットワークで内視鏡画像ファイリングシ
ステムと接続された院内情報システムから新規患者情報
を自動的に登録する内容のフローチャート図。
【図９】画像ファイリング装置の操作の流れの全体像を
説明するフローチャート図。
【図１０】画像ファイリング装置の画面構成の概要を説
明する説明図。
【図１１】画像ファイリング装置のハードウェア構成を
示すブロック図。
【符号の説明】
１…内視鏡装置
２…画像ファイリング装置
３…内視鏡画像ファイリングシステム
４…ネットワークケーブル
５…院内情報システム
１０…信号伝送ケーブル
１２…内視鏡
１３…光源装置
１４…ビデオプロセッサ
１５、２２…モニタ
１６、２３…キーボード
２１…コンピュータ
２１ａ…ＣＰＵ
２１ｅ…ハードディスク
２４…マウス
３１…ログイン画面
４１…スケジュール一覧画面
５１…患者情報一覧画面
５２…患者情報編集画面
６１…検査情報編集画面
６６…検査実行画面
７１…画像選択画面
８１…レポート作成画面
９１…システム管理画面
９２…患者情報削除設定画面
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